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34,217人
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35,501世帯（令和5年12月末）

恵庭市【公式】Instagram
#ガーデンシティえにわ

恵庭市【公式】LINE
東端　東径　141度39分10秒
西端　東径　141度14分07秒
南端　北緯　  42度47分45秒
北端　北緯　  42度59分16秒

はなふるスノーフェスタ 黄金ふゆフェスタ

国道36号と漁川の交差点に
位置する道と川の駅「花ロー
ドえにわ」のテーマは「水・緑・
花・田園」。夏には、色彩豊かな
ガーデンエリアのほか、農畜
産物直売所「かのな」も大にぎ
わい。年間を通して多くの
観光客が訪れます。

野趣あふれる恵庭渓谷の大木の間か
ら雄々しい姿で流れ落ちる滝。「ラル
マナイ」とはアイヌ語で「水無沢」と
いい、急流で滝になっているところ
を意味します。

真っ白な扇を広げたような優美な姿
が名前の由来。紅葉の時期に周辺の
ヤマモミジなどが色づくと景色と調
和して、美しい色彩を見せてくれま
す。

白い帯が三段になって恵庭渓谷を割
るように流れ落ちる様子が名前の由
来。この奥地にある沢地に、源義経の
財宝が埋蔵されているという黄金伝
説があります。

花の拠点（はなふる）

「恵庭観光協会」

市街地から道道恵庭岳公園線を支笏湖方面に
進むことおよそ20分、自然豊かな盤尻地区に
は、漁川の支流ラルマナイ川沿いに恵庭渓谷
があります。恵庭渓谷は、ラルマナイの滝・白扇
の滝・三段の滝といった滝群をはじめ、えにわ
湖や漁川ダム、緑のふるさと森林公園など、恵
庭市の「水」と「緑」を体現するスポットが連なっ
ています。秋には美しい紅葉が楽しめることか
ら、多くの観光客が訪れています。

花の拠点（はなふる）をメイン会場に、市内各地に幻想的な光景が広がる
「えにわシーニックナイト」。市民の手作りスノーキャンドルやアイスランタン
に灯されたあたたかな光がまちを包みます。

く、

花の拠点（はなふる）

毎年、市内食品関連
企業による農商工連
携の取り組みや、も
のづくり企業の優れ
た製品・技術などを
㏚する総合的な産
業イベント「えにわ
ん産業祭」を開催し

ており、市内外の幅広い層に恵庭の産業を知ってもらう
機会となっています。

健康増進事業などさまざまな保健事業に取
り組んでいます。たとえば、おとなの健康づくりでは生活習慣病
に関する相談、健康づくり講演会やガン予防セミナーの開催、
子育て世代の健康づくりでは「えにわっこ応援センター」の保
健師、栄養士が妊婦教室や両
親教室、赤ちゃん家庭訪問、
乳幼児健康診査や育児教室
など切れ目のない支援を実
施しています。また、「夜間・休
日急病診療所」を併設し、急病
時にスムーズな診療が受けら
れる体制も整えています。

高齢者の健康増進、社会参加、生きがい事業等地域活動の拠
点として、「憩の家」を設置しています。また、

恵庭市では、子育て支援施設として保育園・幼稚園・認定こど
も園・子育て支援センターを設置しているほか、近年は「子ど
もの集う場所」づくりに積極的に取り組んでいます。「子ども
の集う場所」は、放課後や休日などに自由に集まり、友達と遊
んだり、本を読んだりできる子どもの居場所のこと。市内５ヵ
所で開設しています。また、市内の様々な機関・団体で構成さ
れている「えにわ子育て応援隊」では、子育て家庭が市内協
賛店舗を利用したときに独自サービスが受けられる「えに
わっこサポートカード事業」や子育て講演会の開催など、恵庭
で子どもを産み、育てたい市民を応援し、次代を担う子ども
たちの健やかな成長を見守り、地域全体で支え合うことを目
的として活動するなど、多方面から子育て家庭をサポートし
ています。

花の拠点（はなふる）
「花のまち恵庭」の新しいシンボルとして2020年11月に
オープンした、市民も市外の方も楽しめるスポットです。北海
道を代表するガーデナーが趣向を凝らして設計した７つの
テーマガーデンからなる「ガーデンエリア」では、四季折々の
花を鑑賞できます。道と川の駅「花ロードえにわ」や農畜産物
直売所「かのな」で買い物も楽しめ、子どもの遊び場「えにわ
ファミリーガーデン りりあ」や噴水では子ども達ものびのび
と遊べます。その他にも、車中泊専用施設「ＲＶパーク 花ロー

ドえにわ」、宿泊施設「フェ
アフィールド・バイ・マリ
オット・北海道えにわ」など
魅力的な施設が集結して
います。

恵庭市には現在、8ヵ所の工業団地があり、約250社の企業
が操業しています。市内の多くの企業が恵庭市を選んだ理由
の一つは「交通アクセス」。恵庭市は札幌市と新千歳空港のほ
ぼ中央に位置し、快速列車で札幌から24分、新千歳空港から
13分の距離にあります。また、苫小牧港・小樽港・石狩新港に
近いことや、国道36号や高速道路のICがあることなど、陸海
空の交通の要所となっています。加えて、漁川から取れる水
は非常に良質で、石狩管内の多くの自治体へ上水道用に給水
されています。また、恵庭岳でろ過された良質で豊富な地下
水も取水可能で、水資源にも恵まれています。さらには、地震
をはじめ台風や、津波、雷などの自然災害が少ないため、災害
リスクの分散を目的とした立地にも適しています。

恵庭市では読書環境の整備に力を入れており、赤ちゃんに絵
本をプレゼントする「ブックスタート」や、市内全小・中学校へ
の学校司書配置、家族で本を楽しむ「家読（うちどく）」などの
事業に早くから取り組んでいます。
また、平成２５年には「恵庭市人とまちを育む読書条例」が施
行。市内施設が読書を通じたコミュニケーションの場となる
「恵庭まちじゅう図書館」などの関連事業を行っています。
読書活動の中心施設は、恵庭市立図書館。恵庭市民なら誰
でも利用者カードを作ることができ、約２８万冊の本が無料
で何冊でも借りられます。貸出中の本は、スマートフォンなど
で予約できます。雑誌やＣＤブック、大活字本などもあり、隣
接する緑豊かな公園を眺めながらの読書もおすすめ。館内
では様々なイベントも行っていますので、是非足を運んでみ
てください。
その他、市内には２カ所の図書館分館とブックステーション
があるほか、電子図書館サービスも開始。ライフスタイルに
合わせて読書のある暮らしを楽しめます。

このほか、島松体育
館や福住屋内運動広場でも屋内スポーツを楽しむことが
でき、さらには広大な自然環境を利用したパークゴルフ場、
陸上グラウンド、サッカー場、野球場、テニスコートなど
屋外のスポーツ施設も市内に設置されています。冬期には
市民スキー場やスケート場、歩くスキーコースなどを整備し、
年間を通してスポーツが気軽に楽しめる環境を整えています。


